
　
円
安
や
原
子
力
発
電
所
の
停
止
で
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
背
景
に
、
省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
創

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
内
で
も
多
く
の
企
業
が
同
分
野
で
製

品
、
先
端
技
術
の
開
発
に
励
ん
で
お
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
兵
庫
・
神
戸
の
企
業
の
新
た
な
取
り
組

み
を
追
っ
た
。

▲

転
が
り
抵
抗
５
０
％
減
低
燃
費
性
能
「
Ａ
Ａ
Ａ
」
獲
得
「
エ
ナ
セ
ー
ブ
・
ネ
ク
ス
ト
」

住
友
ゴ
ム
工
業

大
栄
環
境

神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

培
養
槽
で
量
産
技
術
確
立
ユ
ー
グ
レ
ナ
商
品
化
検
討
バ
イ
オ
燃
料
な
ど食品残さ再利用で協定イオン子会社と組み堆肥化

技術力で環境分野をリード
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協
定
を
締
結
し
た
大
栄
環
境

の
金
子
社
長

と
イ
オ
ン
ア

グ
リ
創
造
の
福
永
社
長

　
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
は
ユ
ー
グ
レ
ナ

微
細
藻

類

を
用
い
た
次
世
代
の
バ

イ
オ
燃
料
研
究
を
進
め
て
い

る
。
筑
波
大
学
と
の
共
同
研

究
で
既
存
株
に
比
べ
２
倍
以

上
の
油
脂
含
有
率
、
生
産
性

を
有
す
る
新
規
株
の
培
養
に

成
功
し
た
の
が

年
５
月
。

そ
の
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
中
、
今
月
上
旬
に
１
立
方

の
培
養
槽
で
量
産
す
る
技

術
を
確
立
し
た
と
発
表
し

た
。
１

乾
燥
重
量

単
位
で
サ
ン
プ
ル
を
提
供
す

る
準
備
が
整
い
、
商
品
化
へ

の
検
討
も
始
め
た
。

　
ユ
ー
グ
レ
ナ
の
培
養
方
法

に
は
閉
鎖
環
境
で
ブ
ド
ウ
糖

を
与
え
る
従
属
栄
養
培
養
を

採
用
。
屋
外
で
光
合
成
培
養

す
る
方
式
に
比
べ
、
単
位
面

積
当
た
り
の
生
産
量
は
数
百

倍
に
な
る
と
い
う
。
今
後
、

培
養
槽
の
大
型
化
に
必
要
な

条
件
を
調
べ
、

年
度
に

立
方

ま
で
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
ユ
ー
グ
レ
ナ
は
バ
イ
オ
燃

料
の
元
と
な
る
油
脂
分
の
ほ

か
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

も
豊
富
で
食
品
や
化
粧
品
へ

の
応
用
も
期
待
さ
れ
る
。
当

初
は

年
度
を
め
ど
に
実
用

化
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
早

け
れ
ば

年
度
に
も
食
品
向

け
に
供
給
を
始
め
る
。
一

方
、
一
層
の
低
コ
ス
ト
化
が

必
要
な
バ
イ
オ
燃
料
向
け
の

供
給
は

年
度
以
降
に
な
る

見
通
し
だ
。

　
実
験
で
は
有
機
物
を
含
む

排
水
中
で
も
増
殖
す
る
こ
と

を
確
認
済
み
で
、
主
力
の
水

処
理
設
備
で
培
養
し
な
が
ら

排
水
を
浄
化
す
る
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
検
討
し
て
い
る
。

従
来
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る

環
境
装
置
の
設
計
・
開
発
に

と
ど
ま
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
出
企
業
と
し
て
名
を
は
せ

る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
大
栄
環
境

神
戸
市
東
灘

区

は
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分

が
当
た
り
前
だ
っ
た
食
品
残

さ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
挑
ん
で

い
る
。
今
月
中
旬
、
イ
オ
ン

子
会
社
で
農
業
事
業
を
担
う

イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造

千
葉

市
美
浜
区

と
「
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
ル
ー
プ
推
進
に
関
す

る
協
定
」
を
結
ん
だ
。

　
大
栄
環
境
が
兵
庫
県
内
の

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

店
舗
・

４
工
場
で
発
生
す
る
食
品
残

さ
を
回
収
し
、
同
県
三
木
市

で
約
５
億
円
を
投
じ
た
堆
肥

化
施
設
で
処
理
。
イ
オ
ン
ア

グ
リ
は
隣
接
す
る
直
営
の
三

木
里
脇
農
場
で
堆
肥
を
受
け

入
れ
、
収
穫
し
た
野
菜
を
近

畿
圏
の
店
舗
に
供
給
す
る
。

　
当
面
は
堆
肥
の
試
作
・
試

験
を
実
施
し
、

年
２
月
を

め
ど
に
農
場
で
の
使
用
を
始

め
る
。
初
年
度
は
年
間
約
１

５
８
０

の
食
品
残
さ
を
回

収
し
、
約
３
１
６

の
堆
肥

を
製
造
す
る
。
イ
オ
ン
に
よ

る
と
食
品
残
さ
を
堆
肥
化
す

る
取
り
組
み
と
し
て
国
内
最

大
級
の
規
模
に
な
る
と
い

う
。

　
新
設
し
た
堆
肥
化
施
設
は

建
築
面
積
約
３
０
０
０
平
方

で
、
年
間
約
２
万

の
受

け
入
れ
能
力
を
持
つ
。
近
畿

大
学
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
研
究

所
の
田
中
尚
道
教
授
が
開
発

し
た
発
酵
菌
に
よ
る
堆
肥
製

造
法
を
採
用
し
、
悪
臭
の
発

生
を
低
減
し
た
。

　
協
定
締
結
式
で
大
栄
環
境

の
金
子
文
雄
社
長
は
「
２
年

内
に
年
間
６
、
７
億
円
の
売

り
上
げ
規
模
に
し
て
収
益
基

盤
を
確
立
し
、
徐
々
に
事
業

を
拡
大
し
た
い
」
と
話
し
、

イ
オ
ン
ア
グ
リ
の
福
永
庸
明

社
長
は
「
食
品
残
さ
を
堆
肥

化
し
直
営
農
場
で
使
う
完
結

型
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
は
グ

ル
ー
プ
初
の
取
り
組
み
。
今

後
他
地
域
に
も
広
げ
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
住
友
ゴ
ム
工
業
は
環
境
対

応
タ
イ
ヤ
の
開
発
で
「
石
油

外
天
然
資
源
の
活
用
」
、

「
低
燃
費
化
」
、
「
ス
ペ
ア

レ
ス
化
」
の
三
つ
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
い
る
。
石
油
外
天

然
資
源
１
０
０
％
の
タ
イ
ヤ

は
十
数
年
の
開
発
期
間
を
経

て
、
昨
年

月
に
「
エ
ナ
セ

ー
ブ
１
０
０
」
と
し
て
発

売
。
業
界
初

同
社
調
べ

の
化
石
資
源
を
一
切
使
わ
な

い
製
品
と
し
て
大
き
な
注
目

を
浴
び
た
。

　
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
不
要
に

す
る
ラ
ン
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
ヤ

は
同
社
が
業
界
に
先
駆
け
て

年
に
開
発
し
た
。
さ
ら
に

今
年
、
安
全
性
・
快
適
性
の

向
上
と
軽
量
化
を
実
現
す
る

タ
イ
ヤ
の
新
製
法
「
ネ
オ
―

Ｔ

」
を
実
用
化
。
７
月
に

欧
州
向
け
製
品
を
発
売
し
、

年
内
に
日
本
向
け
製
品
の
発

売
も
予
定
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
月
上
旬
、
低
燃

費
化
を
追
求
し
た
成
果
が

「
エ
ナ
セ
ー
ブ
・
ネ
ク
ス
ト

写
真
」
と
し
て
結
実
し

た
。
同
製
品
は

年
当
時
に

設
定
し
た
「
転
が
り
抵
抗

％
低
減
」
と
い
う
高
い
目
標

を
達
成
し
、
日
本
自
動
車
タ

イ
ヤ
協
会
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
制

度
で
低
燃
費
性
能
が
最
高
の

「
Ａ
Ａ
Ａ
」
を
獲
得
。
ぬ
れ

た
路
面
で
の
グ
リ
ッ
プ
性
能

で
も
最
高
の
「
ａ
」
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
社
は

環
境
対
応
タ
イ
ヤ
で
三
つ
の

分
野
に
お
け
る
当
面
の
開
発

目
標
を
達
成
し
た
。

　
担
当
者
は

「
今
後
も
新

た
な
数
値
目

標
を
設
定
し

て
各
テ
ー
マ

を
深
堀
り

し
、
環
境
対

応
タ
イ
ヤ
の

開
発
を
先
導

し
て
い
き
た

い
」
と
話
し

て
い
る
。


